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＊幼稚園に入園する場合の一例です。入園時期は
それぞれ異なることがあります

（歳）

乳幼児期における子育て支援乳幼児期における子育て支援

第1261号　令和5（2023）年2月1日

令和元（2019）年10月、市の委託に
より、発達に不安や心配のある児童
に対して支援を行うほか、ご家族か
らの相談や施設などへの援助や助言
を行い、中核的な役割を担う施設と
して市児童発達支援センター「おお
きな樹」が開所しました。施設の概
要や発達支援について、従事者の2
人にお話を伺いました。
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発達に不安や心配がある子ども（2
歳～6歳）を対象に、日常生活の基本
的な動作や知識、技能の習得、集団
生活への適応、その他必要な支援を
行っています。平日の午前10時～午
後2時までの、毎日通園を基本とし
ており、マイクロバスで送迎も行っ
ています。施設を利用する際は、市
役所の子ども家庭相談課で相談を受
けてから来られるケースがほとんど
です。定員30人（3クラス編成）で、
子どもたち一人一人の発達段階や興
味・関心にしっかりと寄り添い、得
意なことを伸ばすため、日々取り組
んでいます。

また、地域の総合相談窓口とし
て、子どもやそのご家族、地域の療
育機関、保育園、幼稚園などへの援
助や情報提供など、施設に通う子ど

もの支援以外の役割も担います。
親子の成長を一緒に支えていく

私たちは、個々の発達状況に応じ
て個別に支援を行う施設です。子ど
もが少しずつ成長する過程では、さ
まざまな葛藤が生まれると思いま
す。小さい頃から、わが子との関わ
り方を理解し、無理をしない子育て
をすることが大事です。子どもの特

性や発達段階に応じて｢育ち｣や｢暮
らし｣を安定させることを目的に、
ご家族に対して丁寧に相談を行い、
安心して子育てができるよう、一緒
に考えていきます。
地域で支え合う子育て環境を

子どもを育てる上で、心配事は尽
きません。そのため、発達に心配が
ある子どもの支援に協力できるよう
な地域の環境づくりが必要です。子
育てが一段落した地域の先輩方が、
｢心配なことがあったら、市の窓口
に相談できるみたいだよ｣と声をか
け、温かい目で見守り、時には話を
聞いてあげてください。

｢おおきな樹｣は、未来を担う子ど
もたちを一緒に育てていく地域づく
りを目指して、これからも取り組ん
でいきたいと思います。

◆大人と、体を使った遊びが好きで喜ぶ
◆積極的に話をしてくれるが、発音が不明瞭
◆視線があまり合わない
◆�椅子に座って先生の指示を聞けるようになっ
てきた

○○くん

△△くん

☆☆ちゃん

□□ちゃん

◆食事は椅子に座って食べないことが多い
◆�気持ちの切り替えができず、体をひっくり返
して泣きわめく
◆�マイペースだが、大人と一緒にやると取り組
めることもある
◆�妹が寝ていると背中をトントンと優しく叩い
て寝かせつけをしてくれる

◆�｢パパ｣｢ママ｣とは言わないが、動画の台詞を
一人で話している
◆�外出中、親の手を振りほどいてど
こかへ行く
◆�まとまった睡眠を取らないことが
多い
◆�おもちゃよりも瓶が好きで、よく
指で叩いたり触ったりしている

◆�外出する支度など、一つ一つ声をかけてあげる
と比較的容易にできる
◆予想外のことが起こると、なかなか納得しない
◆体操の時間は周りよりワンテンポ遅れる
◆�自分から気が付いて必要な物を持ってきてくれ
ることがある

上手な伝え方のポイントを紹介します
コミュニケーションが苦手な子

は、本人の努力では解決が難しい場
面があります。きちんと理解できる
ように、周囲の人々が気付き、伝え
方に配慮する必要があります。

近所に住む友だちと遊んでいた
が、おもちゃを片付けて帰る準備
をしてほしいとき

初めに何をしてほしいかを簡潔
に伝え、含みのある言い方や察して
もらおうとする曖昧な言い方ではな
く、やってほしいことを直接的に伝
えるよう心がけましょう。主語が本
人になるようにすることもコツです。
× 他のお友だちはみんな片付けを
しているよ
◎ 今遊んでいるおもちゃを片付け
るよ

友だちのおもちゃを勝手に取っ
て、返さなかったとき

どのような行動をしてほしいのか
を具体的に伝えましょう。まずは結
論から話し、何をするべきかを分か
るようにすることが大切です。
× お友だちにいじわるをしちゃダ
メよ
◎ お友だちにそのおもちゃを返し
てあげなさい

｢もう歯磨きはしたくない｣と、寝
る前にやらなければならないこと
を拒否したとき

まずは、本人の気持ちに一度寄り
添い、肯定してあげることが大切で
す。その後で、なぜその行動をすべ
きかを説明しましょう。未就学児な
ど、その行動によるメリットを伝え
ることが難しい場合は、シールやポ
イントなど、本人にとっての分かり
やすいメリットを準備して、それを
貯めたらご褒美がもらえるなどの工
夫をしてもよいでしょう。
× ちゃんと歯磨きしなさい
◎ 歯磨きは大変だよね。でも虫歯
にならないように一緒に磨こうか

駐車場を走ってしまったとき

｢ ～ し な い｣｢ ～ し て は ダ メ｣と
いった否定語での表現は、伝え方が
直接的ではないため、小さい子には
分かりにくい場合があります。ま
た、良い行動をとりやすくさせるた
めには、実際に歩かせて、それを褒
めることが大切です。失敗したまま
終わらせず、成功させてから褒めて
終わらせることで、学習効果が高く
なります。
× 駐車場を走らないで
◎ 駐車場は歩こうね

子育てはうれしいことや楽しいことがたくさん。けれ
ど、慣れない育児に四苦八苦することもしばしば。予定ど
おりにいかず、ついイライラしてしまうことはありません
か。もちろん、幼い子にも喜怒哀楽の感情があり、自分の
意思で行動します。このため、なかなか親の思い通りにな
らないことが往々にしてあります。

人間は成長とともに、得意・不得意が生まれ、個性が出
てきます。時には、周囲との成長の差を感じ、不安になる
ことも…。「どうしてこんなことができないの」という焦り
がイライラの原因になることもあります。

子どもの成長や発達のスピードは人それぞれです。行動
がゆっくりしている子もいれば、せっかちな子もいます。
特徴を理解し、優しく寄り添うことが、育児だけでなく、
親としての自覚の芽生えや自らの人間的な成長にもつなが
ります。

今号では、子どもの特性や発達段階に応じた接し方の一
例を紹介するほか、小学校入学前までの乳幼児期（0歳～６
歳ごろ）における伊勢原市の子育て支援体制を紹介します。

誰一人として、同じ子はいません。それぞれに得意なことや苦手なこ
と、感じ方や表現の方法は異なります。得意なことは褒めてあげて、苦
手なことはできるようになるよう、サポートしてあげましょう。

人間は周囲の人々の手助けや友だちと遊ぶ中で、成功や失敗を重ねながら
学習します。しかし、中には方法が分からず困ったり、やりたいことを伝え
ることができなかったりして誤解されてしまう子もいます。

特に集団生活の中では、行動の意図が分かりにくい場合や成長する過程で
よく見られる行動だと思われてしまうこともあります。

子ども家庭相談課（ 94-4６42）では、専門職を配置し、子どもの特性について気になることなど、乳幼児に関する発達相談を行っています。乳幼児健康
診査などで紹介された場合や気になることがあれば、直接ご連絡ください。

「子育て世代包括支援センター」では、助産師や保
健師、栄養士などが、妊産婦や乳幼児の健康、子育
てに関する相談を受け付けています。また、「乳幼
児健康診査」や「すくすく健康相談」などの母子保健
事業を通じて、お子さんの成長・発達を見守り、関
係機関と連携を取りながら切れ目のない支援を提供
します。心配事があれば、ご相談ください。

言葉や動作など、子どもの気になる
癖、子育ての悩みなどの発達に関する相
談に公認心理師や臨床心理士、言語聴覚
士などが応じます。「乳幼児健康診査」や
医療機関、認定こども園、保育所などで
発達相談を紹介された場合、または気に
なることがあれば直接ご相談ください。

障がいのあるお子さんの日常生活などに関する相談のほ
か、手帳の交付や手当の給付、障がい福祉サービスの申請な
ど、各種福祉制度の受付や相談を行っています。各種福祉制
度についてまとめた冊子｢障がい福祉制度案内ガ
イドブック｣を窓口で配布、および市ホームペー
ジ「健康・福祉」→「ガイドブック」に掲載してい
ます◇右のQRコードからもご覧になれます

市役所1階　 94-4637 市役所1階　 94-4720市役所5階　 94-4642
子育て支援課（子育て世代包括支援センター）　 障がい福祉課子ども家庭相談課

　発達や年齢ごとに相談する窓口があります。一人で悩まず、まずはお気軽にご相談ください。
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　私の子どもは生後間もなく体をうまく
動かすことができない病気にかかりまし
た。病院で市の発達相談を教えてもらっ
たことが利用するきっかけです。子ども
のできない部分に目が行きがちだったの
ですが、発達相談では客観的なアドバイ
スをいただき、参考になりました。慣れ
ない育児で不安な状況の中、一緒に対応
を考えてくれてうれしかったです。今後
も親子ともに気負わず、一つ一つできる
ことを増やしていきたいです。

　娘が幼稚園に入園して、少し経ったと
きに「～です」が「～でちゅ」と赤ちゃん言
葉になってしまうことが気になりまし
た。近所のコミュニティセンターで身体
測定をした際、保健師さんに相談したと
ころ、市の発達相談の存在を知りまし
た。全体的な相談をした後、言語聴覚士
さんが対応してくれて、子どもの苦手な
部分を具体的に教えてもらいました。専
門の人に指摘してもらうことで、もやも
やしていた部分がすっきりしました。

　姉妹で発達相談を利用しました。1人は知
的な発達が緩やかなところがあり、小学校の
勉強に付いて行けるか心配でした。専門の人
に相談することで今まで気付かなかった子ど
もの得意・不得意を知ることができ、娘自身
も達成感を得ることで自信がついたと思いま
す。もう1人の娘は繊細で神経質、かんしゃ
くも激しかったです。しかし、子ども家庭相
談課の職員さんが定期的に相談に乗ってくだ
さり、親が不安を一人で抱えることなく冷静
に対応できるきっかけになりました。

成 長 に 応 じ た 相 談 窓 口

乳幼児期における子育て支援乳幼児期における子育て支援

子どもの目線に立ち、必要なサポートをしていきます子どもの目線に立ち、必要なサポートをしていきます子どもの目線に立ち、必要なサポートをしていきます子どもの目線に立ち、必要なサポートをしていきます
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とある子どもの特性

利用者の声をお聞きしました

1日の終わりには1クラスごとに先生が集
まり情報共有します


